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２００８年１２月２０日　作成責任及び文責　古畑　等








十一月十五日（土）の練習


「島よ」


　東混コンマス山田茂先生の歌唱法「あ・え　い」と「お・う」の響かせかたについて、再度貞松先生から説明、ご指導がありました。詳細は九月号を。


「その人が歌うとき」を一回通しました。


十一月二十九日（土）の練習


「島よ」「ホームソング日本編」


　パート練習し、「島よ」四十五頁まで通しました。年内はここまでの予定だそうです。


「しまよ・しまよ・しまよ・しまよ


～・しまよ・しまよ・しまよ・しまよ～」くりかえし唱えて、リズム感の確認をしました。


「ホームソング日本編」通し練習をしました。結構歌いなれてきたようです。








合宿時に開催された団員総会について


別紙プリント出ています。重要な確認事項が記載されていますので受取、また保存かたお願いします。例・出席率・団費値上げ（指導者謝礼増額の為）など。


次年度の強化合宿について


　期日　五月二十三日（土）～二十四日


　場所　紀伊見荘


富混オリジナル歌集について


　上田さんのご尽力で八十％進展。Ｓ奥野麻美・福井さんのご協力です。


ヴォイストレーニングについて


　新トレーナー福井先生が今後男性のトレーニングに携わってくださいます。


秋合宿アンケートまとめについて


　右記のように春合宿が決まったので、ご意見等のまとめは後日にいたします。








ありがとう


さようなら





シャンテ担当者古畑　等からのお願い　　　　　　　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


団関係者の皆様、経歴・役割のいかんにかかわらず、投稿をお願い申し上げます。


なお、上記メールへのアクセスにあたり、投稿者のメールアドレスについては守秘義務を保ち、また原稿は本団会報への転載以外の目的には流用しないことをお約束申し上げます。また、投稿くださった皆様には厚く御礼申し上げます。





○すばる第九シンフォニー２００８年


１２月２１日（日）１４時　すばるホール


第３２回ジョイントコンサート　　富田林市少年少女合唱団・羽曳野少年少女合唱団・シープジュニア・八尾児童合唱団　


１２月２３日（火・祝）１４時　すばるホール


○ザ　タローシンガーズ　アカペラクリスマスコンサート


１２月２５日（木）１９時　兵庫県立芸術文化センター（西宮北口）


○富田林市少年少女合唱団第３７回コンサート　


１月１８日（日）１３時３０分　すばるホール


（お詫び：前号の紹介で団名がとんだばやし少年少女合唱団なっていましたが、ただしくは富田林市少年少女合唱団です。わが団の名称と混同してしまいました。訂正します。）


○太田雅音と仲間たちコンサート


２月　８日（日）１４時　堺市立栂文化ホール


○はしもとシルバーコーラス


２月２２日（日）１３時　橋本市民会館大ホール


以上　役員・団員・担当から案内があったコンサートのお知らせ





『合唱ってすばらしい！！』　Ａ　武本　弘子さん


幼い頃より、ピアノやエレクトーンを習い、大人になってからはパイプオルガン・・・と、音楽と共に歩んできましたが、合唱だけは未知の世界でした。それでも“歌”に対する思いは、とても強く持っていました。娘が高校に入学し、その学校でPTA聖歌隊を募集しておりましたので、待ってました！とばかりに入隊しました。そこで初めて合唱を体験し、とても感激しました。そのうち、聖歌隊で歌うだけではものたりなくなってきて「もっと歌いたい！！！」という思いが強くなり、あちらこちらのＨＰを検索しまして、この合唱団に入団することにしました。見学時は、まだ入団すると表明しなかったにもかかわらず、皆様のあたたかな、かつ強引な？！ご配慮で本当にうれしかったです。合唱と出会えてよかった！そして音楽を通じていろんな人との出会いもできて楽しいです。これからも皆さんと一緒に素敵なハーモニーを奏でていきたいです。合唱ってすばらしい！！！


（武本さんの投稿に感謝します。音楽への情熱を感じました。ありがとうございました。シャンテ担当者）





さようなら２００８年　今年も早、年末。本団の２００８年は、忘れもせぬ４月２７日（日）があった年。それは、私たちをいじめ、苦しめてくれた「鯨と蜜蜂達・エストニア人のヤン」が、山田和樹先生の指揮棒のもとで、すばるホールにわきおこった大喝采という蜜の味を残して去っていった日でしたね。そして秋のコーラスフェスティバルでは「その人が歌うとき」。その指導に東混コンマス山田茂先生ご来場。「母音の発声」が本団の課題だという山田先生のお教えを、貞松先生がさらに噛み砕いてご指導くださいました。１０月には、団初めてのバーベキュー付親睦的合宿。本団には大きな出会いと豊かな進歩のあった１年でした。だから、ありがとう先生方！！ありがとう２００８年！！！











